
様式

技術名称 技術の分類 工法

会社名等 担当者 連絡先

パンフの有無

その他の資料

技術の特徴 その他

※複数の技術について発表をご希望の場合は技術ごとに記載願います。

軟弱地盤や堤防において仮設材にて土留めを行う場合には、土留め杭引抜後の影
響が大きいため、本工法は非常に有効な技術です。従来、鋼矢板残置を前提として
いた民家や地下埋設物などに近接した工事において、コスト削減と事業損失防止に
役立ちます。水中での施工も可能です。

NETIS登録の有無
（有場合はNETIS番号）

技術の概要

土留部材引抜同時充填工法

協同組合Masters　地盤環境事業部会　土
留部材引抜同時充填工法研究会

太田　幸男

SK-080012-VR

090-9635-4154

プレゼン資料・発表論文等

添付資料

有
土留部材を周辺地盤に影響をほとんど与えることなく引き抜く唯一の新技術

名古屋港湾空港技術調査事務所　民間技術交流会


